
大学名 設置者名

学部 学科等
入学
定員

免許状の種類 認定年度 卒業者数
教員

就職者数

10 人 5 人 0 人

中一種免（美術） 平成２年度 5 人
高一種免（美術） 平成２年度 5 人
高一種免（工芸） 平成２年度 3 人

6 人 1 人 0 人

中一種免（美術） 平成２年度 0 人
高一種免（美術） 平成２年度 1 人
高一種免（工芸） 平成２年度 0 人

8 人 5 人 0 人

中一種免（美術） 平成７年度 4 人
高一種免（美術） 平成７年度 5 人
高一種免（工芸） 平成７年度 0 人

18 人 5 人 0 人

中一種免（美術） 平成２年度 0 人
高一種免（美術） 平成２年度 5 人
高一種免（工芸） 平成２年度 1 人

25 人 10 人 0 人

中一種免（美術） 平成２年度 10 人
高一種免（美術） 平成２年度 10 人
高一種免（工芸） 平成２年度 8 人

6 人 1 人 0 人

中一種免（音楽） 平成２年度 1 人
高一種免（音楽） 平成２年度 1 人

14 人 7 人 0 人

中一種免（音楽） 平成２年度 6 人
高一種免（音楽） 平成２年度 7 人

5 人 2 人 0 人

中一種免（音楽） 平成２年度 1 人
高一種免（音楽） 平成２年度 2 人

13 人 1 人 0 人

中一種免（音楽） 平成２年度 1 人
高一種免（音楽） 平成２年度 1 人

14 人

美術工芸
学部

10 人

美術学科
 芸術学専攻

6 人

デザイン工芸
学科
 デザイン専攻

音楽学科
 器楽専攻

12 人

20 人

美術学科
 絵画専攻

音楽学部

音楽学科
 音楽学専攻

6 人

音楽学科
 琉球芸能専
攻

8 人音楽学科
 声楽専攻

美術学科
 彫刻専攻

5 人

デザイン工芸
学科
 工芸専攻

24 人

沖縄県立芸術大学

実地視察大学の概要
○課程認定を受けている学科等の概要

免許状
取得者数

沖縄県立芸術大学 沖縄県

学部・学科等の名称等
認定を受けている免許状の

種類・認定年度
免許状取得状況・就職状況

（平成１７年度）



105 人 105 人 37 人 0 人

備考

・「免許状取得者数」欄の、左側には各学科の実人数を、右側には学科内の教員免許課程ご
との人数を記載している。

入学定員合計 合計



委員による指摘又は指導・助言等

・沖縄県の伝統文化の継承と発展に寄
与し、高いレベルの一般芸術や技能を
有するバランスのとれた実践的指導力
を持った教員養成を行っている。

・芸術系の大学であり、教育課程では、
実技・実習がその中心をなしている。そ
の上で教職課程を置くと、授業科目の増
加や教育実習・学校現場体験などの充
実に困難が生じると思われるが、教員免
許課程を有する上では、全学的な教職
課程委員会を通じて、教員養成に関す
る取り組みを強化すること。

・沖縄の芸術的風土を高めるためにも、
芸術の専門性の高い教員養成により一
層努めてほしい。

・教育実習や介護等体験に関する事項
など教職課程全般に関わる事項を全学
的に審議できる、教職課程委員会を平
成１７年度に設置した。

・大学内の教職課程委員会などを通じ
て、議論を重ねてほしい。また、教員像
を議論し、教育課程・教員組織・施設設
備などにそれが反映されたものになるよ
うに、検討してほしい。

教
職
に
関
す
る
科
目
等

・授業科目「情報処理教育」が、学生の
情報機器の基本的な操作を学習する科
目になっている。

・授業科目「総合演習（Ｂクラス）」の授業
内容が、小・中・高における総合的な学
習の時間に対応する内容になっている。

・授業科目「学校カウンセリング」が、カ
ウンセリングの理論に特化しすぎてい
る。

・講義概要（シラバス）では、科目によっ
て、１５回の授業回数が確保されていな
い。

・授業科目「情報処理教育」については、
学生が教員になったときに、情報機器を
活用しながら、どのように授業を展開す
ればよいかを学修できるようなものとな
るよう、内容を組み立ててほしい。

・総合演習の設置趣旨に合致したものに
すること。

・教育相談（カウンセリングに関する基本
的な知識を含む）の理論及び方法の設
置趣旨に合致した内容にすること。

・授業時間数の確保に努められたい。

教
育
実
習

・在学生の半数が県外出身者であり、実
習校は原則として母校実習である。

・担当教員が、実習生を受け入れている
実習校に出向き、指導するなど、全学的
な教職指導体制や実習校との連携を今
後も図ってほしい。

・学生に対する履修相談・履修指導は、
教職課程教員及び事務局担当者で随時
実施している。

・教職に関するコーナーの設置を検討し
てほしい。

（平成１８年６月３０日（金））　沖縄県立芸術大学　実地視察委員：梶田委員、野村委員、山﨑委員

全
般
的
事
項

個
別
的
事
項

教員養成
に対する
理念等

教
育
課
程

教職指導、
介護等体

験等

右欄の指摘等にかかる現在の状況



・現在、沖縄県内に、１００人程度の本学
卒業生が、学校現場で活躍している。ま
た、卒業生と教職課程との連携と協力体
制を築くため、平成１７年度にＯＢ会を立
ち上げるなど、教職に力を入れている。

・現在の沖縄県内の教員就職者数が少
ない。

・沖縄県内の教員就職指導に努められ
たい。

・教員養成に関する図書は、７５，５７６
冊（平成１８年４月１日現在）。
・学生１人あたりのコンピュータの端末数
は、０．２４台（同）。

・奏楽堂などの施設が整っている。

・図書館や情報機器の設備が整ってい
る。なお、教職に関わる図書を、学生の
目にするところに配置してほしい。

・中・高校生を視野に、オペレッタなどの
構成・演出の演習を期待したい。

免許状取
得状況及
び教員就
職状況

施設・設備
の状況


